
多久市『人・自然 環境創出』再生計画 変更申請 新旧対照表 

 

新 旧 

 

４ 地域再生計画の目標 

（１）多久市の特性  

   《省略》 

（２）計画の意義及び目標 

《省略》 

  

【目標１】汚水処理施設の整備促進 

      （汚水処理人口普及率を約４６％から５１．０％に

向上） 

 

 【目標２】 

《省略》 

            

５ 目標を達成するために行う事業 

５－１ 全体の概要 

   公共下水道事業においては、平成１０年８月１９日に下水

道法の事業認可で９３ha を、平成１７年７月２６日には事業

の変更認可で７０ha を受けた。なお、平成１７年６月１７日

には地域再生計画の認定により変更認可の一部である４７．

 

４ 地域再生計画の目標 

（１）多久市の特性  

   《省略》 

（２）計画の意義及び目標 

《省略》 

 

【目標１】汚水処理施設の整備促進 

      （汚水処理人口普及率を約４６％から５０．８％に

向上） 

 

【目標２】 

《省略》 

 

５ 目標を達成するために行う事業 

５－１ 全体の概要 

   公共下水道事業においては、平成１０年８月１９日に下水

道法の事業認可で９３ha を、平成１７年７月２６日には事業

の変更認可で７０ha を受けた。なお、平成１７年６月１７日

には地域再生計画の認定により変更認可の一部である４７．



９ha の事業促進を図り、平成１６年度末における汚水処理人

口普及率２６％を平成２１年度末においては約４６％まで向

上することが見込まれる。 

   今回の地域再生計画汚水処理施設整備交付金事業により取

組む公共下水道事業の地区は、既認可区域で平成２１年度末

までに整備が完了していない地区の４４ha と平成２２年度に

認可取得予定の約３１ha を合わせた７５ha の内、補助対象区

域の６９ha である。当該地区の生活環境の改善を図り、汚水

処理人口普及率を５１．０％に向上させることを目指す。さ

らに、整備拡大に伴い、現在の処理場では処理能力がオーバ

ーするため、処理槽の２棟目を建設し３系列目の設備を増設

する。 

   また、浄化槽設置事業については、「浄化槽整備事業費国庫

補助金交付要綱」に定める「水質汚濁の著しい閉鎖性水域の

流域（有明海流域）」の対象地域として要件を満たしており、

個人設置型により、公共下水道事業や農業集落排水事業の認

可地区以外の市内全域を対象に整備を図り、機動的、横断的

な汚水処理施設整備を推進し、水洗化の促進を図る。 

   さらに、行政や民間事業者による優良な宅地造成の開発や

定住人口対策として持ち家新規取得者に対して助成等を行

い、社会動態による人口の減少に歯止めをかける。 

 

５－２ 法第五章の特別の措置を適用して行う事業 

９ha の事業促進を図り、平成１６年度末における汚水処理人

口普及率２６％を平成２１年度末においては約４６％まで向

上することが見込まれる。 

   今回の地域再生計画汚水処理施設整備交付金事業により取

組む公共下水道事業の地区は、既認可区域で平成２１年度末

までに整備が完了していない地区の４４ha の内、補助対象区

域の３８ha である。当該地区の生活環境の改善を図り、汚水

処理人口普及率を５０．８％に向上させることを目指す。さ

らに、整備拡大に伴い、現在の処理場では処理能力がオーバ

ーするため、処理槽の２棟目を建設し３系列目の設備を増設

する。 

 

   また、浄化槽設置事業については、「浄化槽整備事業費国庫

補助金交付要綱」に定める「水質汚濁の著しい閉鎖性水域の

流域（有明海流域）」の対象地域として要件を満たしており、

個人設置型により、公共下水道事業や農業集落排水事業の認

可地区以外の市内全域を対象に整備を図り、機動的、横断的

な汚水処理施設整備を推進し、水洗化の促進を図る。 

   さらに、行政や民間事業者による優良な宅地造成の開発や

定住人口対策として持ち家新規取得者に対して助成等を行

い、社会動態による人口の減少に歯止めをかける。 

 

５－２ 法第五章の特別の措置を適用して行う事業 



（１） 汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

   対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手 

続き等を了している。 

なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示し 

た図面による。 

・公共下水道・・・平成１０年８月に事業認可    

            平成１７年６月に事業変更認可 

            平成２３年３月に事業変更認可予定 

   ・浄化槽 

[事業主体] 

   ・いずれも多久市 

[施設の種類] 

   ・公共下水道       

   ・浄化槽（個人設置型）  

 [事業区域] 

   ・公共下水道       多久市北多久町大字多久原の一部 

多久市北多久町大字小侍の一部 

                多久市多久町の一部 

               多久市南多久町大字下多久の一部 

   ・浄化槽(個人設置型）多久市内のうち、公共下水道事業認

可区域及び農業集落排水事業採択

区域並びにコミュニティ･プラント

事業採択区域を除く地域 

（１） 汚水処理施設整備交付金を活用する事業 

   対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手 

続き等を了している。 

なお、整備箇所等については、別添の整備箇所を示し 

た図面による。 

・公共下水道・・・平成１０年８月に事業認可    

            平成１７年６月に事業変更認可 

    

・浄化槽 

[事業主体] 

   ・いずれも多久市 

[施設の種類] 

   ・公共下水道       

   ・浄化槽（個人設置型）  

 [事業区域] 

   ・公共下水道       多久市北多久町大字多久原の一部 

多久市北多久町大字小侍の一部 

                多久市多久町の一部 

 

   ・浄化槽(個人設置型）多久市内のうち、公共下水道事業認

可区域及び農業集落排水事業採択

区域並びにコミュニティ･プラント

事業採択区域を除く地域 



  [事業期間] 

   ・公共下水道     平成２２年度～２６年度 

   ・浄化槽(個人設置型）平成２２年度～２６年度 

 [事業費] 

   ・公共下水道       事業費 １，５０６，２００千円 

（うち、交付金   ７７９，２１０千円）

・ 浄化槽（個人設置型）   

 事業費    ７９，３７０千円 

            （うち、交付金     ２６，４５６千円）

   ・合計           事業費 １，５８５，５７０千円

            （うち、交付金   ８０５，６６６千円）

 [整備量] 

・ 公共下水道     処理人口   ４１３人 

管渠工    φ１５０mm 

Ｌ＝７，９５０ｍ 

                      面整備    Ａ＝６９ha 

               汚水処理施設 

                処理槽２棟目 

２池（１，５００㎥/日） 

                設備３系列目 

                 １池（  ７５０㎥/日） 

  ・浄化槽（個人設置型） 処理人口  ５８０人 

               設置総基数 ２００基 

  [事業期間] 

   ・公共下水道     平成２２年度～２６年度 

   ・浄化槽(個人設置型）平成２２年度～２６年度 

 [事業費] 

   ・公共下水道        事業費  ７８４，５００千円 

（うち、交付金  ４１６，３００千円） 

・ 浄化槽（個人設置型） 

   事業費   ７９，３７０千円 

             （うち、交付金   ２６，４５６千円） 

   ・合計            事業費  ８６３，８７０千円 

              （うち、交付金  ４４２，７５６千円） 

 [整備量] 

   ・公共下水道      処理人口  ３６３人 

管渠工    φ１５０mm 

Ｌ＝５，４５０ｍ 

               面整備    Ａ＝３８ha 

               汚水処理施設 

                処理槽２棟目 

２池（１，５００㎥/日） 

                設備３系列目 

                 １池（  ７５０㎥/日）  

   ・浄化槽（個人設置型） 処理人口  ５８０人 

               設置総基数 ２００基 


